

　　　　　　　　　
令和２年度
事 業 計 画 書（案）
第24期

自令和2年4月 1日
至令和3年3月31日

社会福祉法人　知足会

基本理念
　　高齢者福祉を通じ、高齢者が、安心して自分らしく平穏で生き甲斐ある老後を送れる社会作りに貢献します。
運営方針
敬愛・貢献・信頼・自立
　　　一人ひとりの人権を尊び、真心のこもった介護を心がけ、地域との連携を密にし、真に必要とされる施設づくりを、めざします。
処遇方針
一、利用者の尊厳をまもり、個性を大事にしたサービスを実施します。
二、常に利用者の立場に立ち、さわやかな挨拶、にこやかな笑顔、やさしい言葉使い、愛情と真心のこもったサービスを心掛けます。
三、ノーマライゼーションの理念に則り、利用者の自立を助ける介護をめざします。
四、地域との連携を大切に、地域に信頼され選ばれるサービスを、実施いたします。
五、常に最善のサービスが提供できるよう自己研鑽に励み、自身の人間性を高める努力を怠りません。
　
令和２年度指定介護老人福祉施設
特別養護老人ホームあえの里事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．目　的
　身体上又は精神上著しい障害があるために常時介護を必要とし、かつ居宅においてこれを受けることが困難な要介護者に対し施設において日常生活の世話を行うとともに、可能な限り居宅における生活への復帰を念頭において、適切な介護サービスの提供、機能訓練、相談及び援助等を行うことを目的とする。

２．重点目標
・ご利用者の尊厳を守るという介護職員としての自覚を持ち、「より優しく」を心掛け、ご利用者を大切にする姿勢（接遇）の向上に努める。
・ご利用者の身だしなみに細心の注意を払い、清潔感が感じられる様、しっかりとしたケアを行っていく。
・質の良い看取りを目指す。共通の認識に基づいて、介護職員が不安に感じることがなくご利用者の苦痛を軽減し、ご家族に悔いが残らない看取りを目標とする。
・食事サービスの大幅改革として、業者委託から直営へ切り替える。新体制のもと、ご利用者の健康促進・生活していく楽しみの一端を担えるよう、職員一丸となることを目指す。
３．事業計画
・接遇の向上を図る為、職員同士で「挨拶・身だしなみ・表情・言葉遣い」について見直しを行い、日々注意しあう。
　①ご利用者に対して、心を開いて歩み寄る気持ちに込めた挨拶を心掛ける。
　②身だしなみは相手の為であり、ご利用者の安全とご高齢者の感覚に寄り添った身だしなみに気を付ける。
　③笑顔は介護する上でサービスの要であり、どんな時でも笑顔で接することのできるプロ意識を持つ。
　④外面的態度（立ち振る舞い・姿勢・しぐさ等、他者から見られている意識から生まれるもの）と、内面的態度（心（気持ち）に向けられた意識から生まれるもの）に気を付ける。
　⑤笑顔で話すと、声も明るく聞き取りやすくなり、話からのポイントである（声のトーン・話すスピード・声の抑揚）に気を付ける。
・エビデンスにもとづくケアが出来るように、外部研修も積極的に受け実践に移していく。
　また、研修の為の勤務調整を行い職員に受講を促す。
・ご利用者と積極的にコミュニケーションを図りニーズを把握するとともに、喜ばれる食事提供を目指す。また直営切替に向けて、他部署と連携を図りながら準備を進めていく。
４．月別予定稼働率
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	稼働日数
	30日
	31日
	30日
	31日
	31日
	30日
	31日
	30日
	31日
	31日
	28日
	31日
	365日

	月別延べ入居者数
	1,485
	1,534
	1,485
	1,534
	1,534
	1,485
	1,534
	1,485
	1,534
	1,534
	1,386
	1,534
	18,064

	1日平均実人数
	49.5
	49.5
	49.5
	49.5
	49.5
	49.5
	49.5
	49.5
	49.5
	49.5
	49.5
	49.5
	49.5

	稼働率
	99.0%
	99.0%
	99.0%
	99.0%
	99.0%
	99.0%
	99.0%
	99.0%
	99.0%
	99.0%
	99.0%
	99.0%
	99.0%


５．職員の状況（ショートステイを含む）

職員の配置
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	施
設
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談

員
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護

職
員
	看
護

職
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養

士
	機能訓練指導員
	介護支援専門員
	事
務
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理
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他
	計

	常勤
	１
	
	２
	２３
	４
	１
	１
	２
	４
	
	２
	４０

	非常勤
	
	２
	
	４
	１
	
	
	
	
	
	４
	１１

	計
	１
	２
	２
	２７
	５
	１
	１
	２
	４
	
	６
	５１


６．営業日・受付時間

（１）営業日　１年３６５日

（２）受付日　毎月曜日から土曜日（ただし、国民の祝日、１２月３０日から翌１月３日までを除く）

（３）受付時間　午前９時から午後６時までとする。

　　　　上記、受付日・受付時間については、緊急を要する場合は、寮母室において対応する。

７．サービスの内容

（１）介護のサービス

　　　　利用者の心身の状況に応じて、適切な方法で、入浴、排泄その他日常生活上の世話を行う。
（２）食事のサービス

　　　　利用者の心身の状況に応じて、栄養並びに嗜好を考慮し、適切な時間に提供をする。

（３）機能回復訓練

　　　　利用者の心身の状況を踏まえ、生活機能の改善又は維持のための機能回復訓練を行う。

（４）健康管理

　　　　常に利用者の健康状態に注意するとともに、健康保持のための適切な措置をとる。

（５）相談・援助

　　　　常に利用者の状況、その置かれている環境等の的確な把握に務め、利用者又はその家族に対し、適切な相談、助言を行うとともに、必要な援助を行う。

（６）送迎

　　　　必要な送迎を行う。

（７）その他のサービス

　　　　娯楽設備の利用、レクリエーションや行事など。
【年間行事】
	月
	行　　　　　　　　事

	４月
	お花見、茶話会、誕生日会、アンコーラ、カラオケ、喫茶、散髪

	５月
	遠足、誕生日会、あえの里カラオケ大会、アンコーラ、たこ焼き、喫茶

	６月
	外食ツアー、ことぶき大学、誕生日会、アンコーラ、散髪、喫茶、コーラス

	７月
	夏祭り、七夕、ことぶき大学、誕生日会、アンコーラ、散髪

	８月
	納涼会、アンコーラ、誕生日会、カラオケ、たこ焼き、散髪、子供演奏

	９月
	敬老会、ことぶき大学、アンコーラ、誕生日会、結いはりま（かるた）

	１０月
	遠足、寿司バイキング、ことぶき大学、結いはりま（かるた）、アンコーラ

	１１月
	買い物ツアー、アンコーラ、誕生日会、焼き芋、カラオケ

	１２月
	クリスマス会、餅つき、誕生日会、カラオケ、アンコーラ

	１月
	初詣、アンコーラ、誕生日会、カラオケ、散髪

	２月
	節分、アンコーラ、誕生日会、たこ焼き、喫茶、散髪

	３月
	ひな祭り、アンコーラ、誕生日会、カラオケ、喫茶、散髪


８．利用料

（１）法定代理受領サービスに該当する指定介護老人福祉施設サービスを提供した場合の利用料の額は、介護保険法による介護報酬の告示上の額とする。
（２）指定介護老人福祉施設サービスが法定代理受領サービスであるときは、介護報酬告示上の額に各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。
（３）加算体制は次のとおりとする。

①個別機能訓練加算、②サービス提供体制加算(Ⅰ)イ、③栄養マネジメント加算、④看護体制加算（Ⅰ）（Ⅱ）、⑤夜勤職員配置加算（Ⅰ）、⑥介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、⑦介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）、⑧初期加算、⑨療養食加算、⑩看取り介護加算（Ⅱ）、⑪生活機能向上連携加算、⑫配置医師緊急時対応加算、⑬若年性認知症入所者受入加算、⑭褥瘡マネジメント加算、⑮口腔衛生管理体制
９．通常の事業の実施地域

　　　加古郡播磨町、稲美町、加古川市、高砂市及び明石市を通常の範囲として、介護老人福祉施設事業を行う。

10．緊急時の対応

　　　介護老人福祉施設従業者は施設サービスを実施中に、利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告する。

11．損害賠償

　　　利用者に対する指定介護老人福祉施設サービスの提供により賠償すべき事態が発生した場合は、損害賠償を速やかに行う。

12．非常災害対策

　　　非常災害に備えて、消防計画、風水害、地震等に対処する計画を作成し、防火管理者または火気、消防等についての責任者を定め、年２回定期的に避難、救出その他必要な訓練を行う。

13．職員の研修

（１）採用時研修

　　　介護老人福祉施設従業者の採用等に当たっては、採用時研修を実施する。

（２）定期研修

　　　介護老人福祉施設従業者に対しては、年１回以上研修を実施するものとする。

14．職員の健康管理等

　　当事業所の職員については、伝染病等に関する正しい知識の習得に配慮するとともに、毎年１回以上健康診断を行う。

15．その他運営に関する重要事項

（１）正当な理由なく、指定介護老人福祉施設サービスの提供を拒まない。
（２）当事業所において、入所者に入院治療が必要な場合など適切な指定介護老人福祉施設サービスの提供が困難な場合は、適切な医療機関または介護老人保健施設を紹介する等の適切な措置を速やかに講ずる。

（３）指定介護老人福祉施設サービスの提供に当たっては、入所者の心身の状況等の把握に努める。

（４）職員又は職員であった者が、職務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏らすことがないよう配慮する。

令和２年度指定短期入所生活介護事業・指定介護予防短期入所生活介護事業
特別養護老人ホームあえの里（ショート）事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．目　的
　要介護又は要支援状態にあり、居宅における生活に一時的に支障が生じた高齢者（以下「利用者」という。）に対し、事業所の生活相談員又看護職員、栄養士、介護職員等の従業者（以下「短期入所生活介護従業者」という。）が、適正な指定短期入所生活介護サービス又は指定介護予防短期入所者生活介護サービスを提供することにより、利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上並びに利用者の家族の身体的、精神的負担の軽減を図ることを目的とする。

２．重点目標
・毎月安定した稼働率を確保する。（目標９５．０％）
・新規利用から繰り返しご利用して頂けるよう、リピーターの獲得に努める。
３．事業計画
・ご利用者が楽しく、笑顔で利用して頂けるよう心掛ける。
・ご利用時、体調の変化等があれば看護職員等と相談し、適時ご家族に連絡する。お変わりなく過ごされた場合も、利用期間中の様子は退所日に書面で報告を行う。
・ご利用時の相談事や困っていること、またご家族からの要望を伺い、現場職員と連携しながら円滑に業務が行えるよう努める。
４．月別予定稼働率
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	1日平均利用者数
	570
	589
	570
	589
	589
	570
	589
	570
	589
	589
	532
	589
	6,935

	1日平均実人数
	19.0
	19.0
	19.0
	19.0
	19.0
	19.0
	19.0
	19.0
	19.0
	19.0
	19.0
	19.0
	19.0

	稼働率
	95.0%
	95.0%
	95.0%
	95.0%
	95.0%
	95.0%
	95.0%
	95.0%
	95.0%
	95.0%
	95.0%
	95.0%
	95.0%


（特養空きベッド利用を含む）
５．職員の状況（特別養護老人ホームを含む）

職員の配置
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	非常勤
	
	２
	
	４
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	４
	１１

	計
	１
	２
	２
	２７
	５
	１
	１
	２
	４
	
	６
	５１


５．営業日・受付時間

（１）営業日　１年３６５日

（２）受付日　毎月曜日から土曜日（ただし、国民の祝日、１２月３０日から翌１月３日までを除く）

（３）受付時間　午前９時から午後６時までとする。

　　　　上記、受付日・受付時間については、緊急を要する場合は、寮母室において対応する。

６．サービスの内容

（１）介護のサービス

　　　　利用者の心身の状態に応じて、適切な方法で、入浴、排泄その他日常生活上の世話を行う。

（２）食事のサービス

　　　　利用者の心身の状況に応じて、栄養並びに嗜好を考慮し、適切な時間に提供をする。

（３）機能回復訓練

　　　　利用者の心身の状況を踏まえ、生活機能の改善又は維持のための機能回復訓練を行う。

（４）健康管理

　　　　常に利用者の健康の状態に注意するとともに、健康保持のための適切な措置をとる。

（５）相談・援助

　　　　常に利用者の状況、その置かれている環境等の的確な把握に務め、利用者又はその家族に対し、適切な相談、助言を行うとともに、必要な援助を行う。

（６）送迎

　　　　必要な送迎を行う。

（７）その他のサービス

　　　　娯楽設備の利用、レクリエーションや行事など。
【年間行事】
	月
	行　　　　　　　　事

	４月
	お花見、茶話会、誕生日会、アンコーラ、カラオケ、喫茶、散髪

	５月
	遠足、誕生日会、あえの里カラオケ大会、アンコーラ、たこ焼き、喫茶

	６月
	外食ツアー、ことぶき大学、誕生日会、アンコーラ、散髪、喫茶、コーラス

	７月
	夏祭り、七夕、ことぶき大学、誕生日会、アンコーラ、散髪

	８月
	納涼会、アンコーラ、誕生日会、カラオケ、たこ焼き、散髪、子供演奏

	９月
	敬老会、ことぶき大学、アンコーラ、誕生日会、結いはりま（かるた）

	１０月
	遠足、寿司バイキング、ことぶき大学、結いはりま（かるた）、アンコーラ

	１１月
	買い物ツアー、アンコーラ、誕生日会、焼き芋、カラオケ

	１２月
	クリスマス会、餅つき、誕生日会、カラオケ、アンコーラ

	１月
	初詣、アンコーラ、誕生日会、カラオケ、散髪

	２月
	節分、アンコーラ、誕生日会、たこ焼き、喫茶、散髪

	３月
	ひな祭り、アンコーラ、誕生日会、カラオケ、喫茶、散髪


７．利用料

（１）指定短期入所生活介護又は指定介護予防短期入所者生活介護を提供した際の利用料の額は、介護報酬の告示上の額とし、当該指定短期入所生活介護又は指定介護予防短期入所者生活介護が法定代理受領サービスであるときは、介護報酬告示上の額に各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。
（２）加算体制は次のとおりとする。

介護給付

①生活機能訓練体制加算、②看護体制加算（Ⅰ）（Ⅱ）、③サービス提供体制強化加算（Ⅰ）イ、④送迎体制加算、⑤夜勤職員配置加算（Ⅰ）、⑥介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、⑦介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）、⑧個別機能訓練体制加算、⑨療養食加算、⑩生活機能向上連携加算、⑪若年性認知症利用者受入加算
予防給付

①機能訓練指導体制加算、②サービス提供体制強化加算（Ⅰ）イ、③送迎体制加算、④介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、⑤介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）⑥個別機能訓練体制加算、⑦療養食加算、⑧生活機能向上連携加算、⑨若年性認知症利用者受入加算
８．通常の事業の実施地域

　　　加古郡播磨町を通常の範囲として、指定短期入所生活介護事業及び指定介護予防短期入所者生活介護を行う。

９．緊急時の対応

　　　短期入所生活介護従業者は指定短期入所生活介護又は指定介護予防短期入所者生活介護を実施中に、利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告する。

10．損害賠償

　　　利用者に対する指定短期入所生活介護又は指定介護予防短期入所者生活介護の提供により賠償すべき事態が発生した場合は、損害賠償を速やかに行う。

11．非常災害対策

　　　非常災害に備えて、消防計画、風水害、地震等に対処する計画を作成し、防火管理者または火気、消防等についての責任者を定め、年２回定期的に避難、救出その他必要な訓練を行う。

12．職員の研修

（１）採用時研修

　　　短期入所生活介護従業者の採用等に当たっては、採用時研修を実施する。

（２）定期研修

　　　短期入所生活介護従業者に対しては、年１回以上研修を実施するものとする。

13．職員の健康管理等

　　当事業所の職員については、伝染病等に関する正しい知識の習得に配慮するとともに、毎年１回以上健康診断を行う。

14．その他運営に関する重要事項

（１）正当な理由なく、指定短期入所生活介護サービス及び指定介護予防短期入所者生活介護サービスの提供を拒まない。

（２）当事業所において適切な指定短期入所生活介護サービスの提供が困難な場合は、当該居宅サービス計画に係る居宅介護支援事業者に、また、適切な指定介護予防短期入所生活介護サービスの提供が困難な場合は、当該介護予防サービス計画に係る介護予防支援事業者に連絡を行い、又は適当な他の指定短期入所生活介護事業者等を紹介する等の必要な措置を講ずる。
（３）指定短期入所生活介護サービス又は指定介護予防短期入所者生活介護サービスの提供に当たっては、利用者の心身の状況等の把握に努める。

（４）職員又は職員であった者が、職務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏らすことがないよう配慮する。

令和２年度指定通所介護・指定介護予防通所介護
あえの里デイサービスセンター事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．目　的
　要介護又は要支援状態にある高齢者（以下「利用者」という。）に対し、その利用者が可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように、事業所の生活相談員又看護職員、栄養士、介護職員等の従業者（以下「通所介護従業者」という。）が、適正な指定通所介護サービス及び介護予防型通所サービスを提供することにより、利用者の社会的孤立感の解消及び心身機能の維持並びに利用者の家族の身体的、精神的負担の軽減を図ることを目的とする。

２．重点目標
・デイサービスの見直しとして、個別機能訓練の充実とともに、一日の流れをご利用者のニーズに合わせて柔軟に対応できるよう、体制の整備も含め取り組んでいく。
・安定した稼働率の確保。居宅介護支援事業所や他事業所等への訪問を通じ、デイサービスの活動を知って頂くことで、新規利用に繋げていく。（目標稼働率８０％）
・定期的に各居宅介護支援事業所に訪問し、介護支援専門員と信頼関係を強くする。
３．事業計画
・機能訓練については、よりご利用者の生活に根付いた目標を設定し、利用者の在宅生活維持に向けたプログラムを提供する。その中でご利用者からの要望も加えながら、達成感を味わってもらえるよう心掛ける。
・月間の広報「よっこらしょ」の紙面の見直し。食事メニューや行事予定だけでなく、活動の内容や、ご利用中の方々の様子などを定期的に報告する。
・当年度の目標数値を頭に入れ、前年度の実績推移を踏まえ、特に冬場は早めにご利用者、ご家族への体調不良の予防等の注意喚起をおこなう。新規利用者の獲得とあわせて、欠席率を抑え、稼働率の安定を図る。
４．月別利用目標人数
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	稼働日数
	26日
	26日
	26日
	27日
	26日
	26日
	27日
	25日
	25日
	24日
	24日
	27日
	309日

	月別延べ利用者数
	852
	852
	852
	885
	852
	832
	864
	780
	780
	748
	748
	842
	9,887

	1日平均利用者数
	32.8
	32.8
	32.8
	32.8
	32.8
	32.0
	32.0
	31.2
	31.2
	31.2
	31.2
	31.2
	384

	稼働率
	82.0%
	82.0%
	82.0%
	82.0%
	82.0%
	80.0%
	80.0%
	78.0%
	78.0%
	78.0%
	78.0%
	78.0%
	80.0％


５．職員の状況

職員配置

	職種
	施

設

長
	医

師
	生

活

相

談

員
	介

護

職

員
	看

護

職

員
	栄

養

士
	機能訓練指導員
	介護支援専門員
	事

務

員
	調

理

員
	そ

の

他
	計

	常勤
	(1)
	
	１
	１２
	
	
	１
	
	
	
	
	１４(1)

	非常勤
	
	
	
	２
	２
	
	
	
	
	
	
	４

	計
	(1)
	
	１
	１４
	２
	
	１
	
	
	
	
	１８(1)


   （　　）内は、兼務再掲。

６．営業日・営業時間
大規模型（Ⅰ）

（１）営業日　毎月曜日から土曜日（ただし、１２月３０日から翌１月３日までを除く）。年間３０９日。

（２）営業時間　午前８時３０分から午後５時３０分までとする。
（３）サービス提供時間帯　午前９時１５分から午後４時３０分までとする。
（４）延長サービス時間　午前８時１５分から午前９時１５分、午後４時３０分から午後６時３０分までとする。
７．サービスの内容

（１）入浴サービス

（２）食事サービス

（３）生活指導（相談・援助等）　レクリエーション

（４）日常動作訓練（機能訓練）

（５）健康チェック（栄養改善サービス、口腔ケア）

（６）送迎
（７）延長サービス
　【年間行事】
	月
	行　　　　　　　　　　　　　　事

	４月
	お花見、カラオケ大会、手作りカレンダー製作、グランドゴルフ、映画鑑賞、アンコーラ

	５月
	春の散策、手作りカレンダー製作、グランドゴルフ、アンコーラ

	６月
	カラオケ大会、手作りカレンダー製作、トライやるウィーク、お出かけ行事、グランドゴルフ、アンコーラ、コーラス

	７月
	夏祭り、七夕行事、そうめん流し、カラオケ大会、手作りカレンダー製作、アンコーラ

	８月
	カラオケ大会、手作りカレンダー製作、グランドゴルフ、アンコーラ、子供演奏

	９月
	敬老会、カラオケ大会、手作りカレンダー製作、グランドゴルフ、アンコーラ

	１０月
	運動会、カラオケ大会、手作りカレンダー製作、秀奥会、グランドゴルフ、アンコーラ

	１１月
	カラオケ大会、手作りカレンダー製作、グランドゴルフ、アンコーラ

	１２月
	クリスマス会、忘年会、紅白歌合戦、カラオケ大会、手作りカレンダー製作、アンコーラ、播磨保育園、餅つき大会

	１月
	お正月行事、カラオケ大会、手作りカレンダー製作、アンコーラ、グランドゴルフ

	２月
	節分行事、カラオケ大会、手作りカレンダー製作、アンコーラ、グランドゴルフ

	３月
	ひな祭り、カラオケ大会、手作りカレンダー製作、アンコーラ、グランドゴルフ


８．利用料

（１）指定通所介護又は介護予防通所介護を提供した際の利用料の額は、介護報酬の告示上の額とし、当該指定通所介護又は介護予防通所介護が法定代理受領サービスであるときは、介護報酬告示上の額に各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。
（２）加算体制は次のとおりとする。

介護給付

①入浴介助加算、②口腔機能向上体制加算、③サービス提供体制加算（Ⅰ）イ、
④介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、⑤介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）、⑥個別機能訓練体制加算Ⅱ、⑦生活機能向上連携加算Ⅱ
予防給付

①生活機能向上グループ活動加算、②口腔機能向上体制加算、③サービス提供体制強化加算（Ⅰ）イ、④介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、⑤介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）⑥運動器機能向上体制加算
９．通常の事業の実施地域

　　　加古郡播磨町を通常の範囲として、指定通所介護事業及び介護予防型通所サービスを行う。

10．緊急時の対応

　　　通所介護従業者は指定通所介護又は指定介護予防通所介護を実施中に、利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告する。

11．損害賠償

　　　利用者に対する指定通所介護又は介護予防通所介護の提供により賠償すべき事態が発生した場合は、損害賠償を速やかに行う。

12．非常災害対策

　　　非常災害に備えて、消防計画、風水害、地震等に対処する計画を作成し、防火管理者または火気、消防等についての責任者を定め、年２回定期的に避難、救出その他必要な訓練を行う。

13．職員の研修

（１）採用時研修

　　　通所介護従業者の採用等に当たっては、採用時研修を実施する。

（２）定期研修

　　　通所介護従業者に対しては、年１回以上研修を実施するものとする。

14．職員の健康管理等

　　当事業所の職員については、伝染病等に関する正しい知識の習得に配慮するとともに、毎年１回以上健康診断を行う。

15．その他運営に関する重要事項

（１）正当な理由なく、指定通所介護及び介護予防通所介護の提供を拒まない。

（２）当事業所において適切な指定通所介護の提供が困難な場合は、当該居宅サービス計画に係る居宅介護支援事業者に、また適切な介護予防通所介護の提供が困難な場合は、当該介護予防サービス計画に係る介護予防型通所サービス事業者に連絡を行う。若しくは適当な他の指定通所介護事業者等を紹介する等の必要な措置を講ずる。
（３）指定通所介護又は介護予防通所介護の提供に当たっては、利用者の心身の状況等の把握に努める。

（４）職員又は職員であった者が、職務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏らすことがないよう配慮する。

令和２年度指定訪問介護事業・指定第１号訪問事業
あえの里老人ホームヘルプサービス事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．目　的
要介護又は要支援状態にある高齢者（以下「利用者」という。）に対し、その利用者が可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように、適正な訪問介護サービス又は介護予防型訪問サービスを提供することにより、健全で安らかな生活を営むことができるよう援助することを目的とする。
２．重点目標
・ご利用者一人ひとりが安心し満足して頂ける様、訪問介護員のレベルアップ・指導を行う。
・安定した利用者数（サービス提供回数）の確保。
・必要書類の整備・見直し。
３．事業計画
・法人内の他事業所での実技体験や研修等に参加し、訪問介護員の介護力を高める。　　
・居宅介護支援事業所と連携し、適正な訪問回数（新規・現利用者）の見直し、サービス提供時間の調整を図る。
・サービス提供責任者が中心となり、定期的に勉強会を実施する。

４．月別利用目標人数
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	稼働日数
	22日
	21日
	22日
	23日
	21日
	22日
	22日
	21日
	21日
	20日
	20日
	23日
	258日

	サービス提供回数
	404
	386
	411
	430
	393
	419
	419
	407
	407
	394
	394
	461
	4,925

	月利用者数
	55
	55
	56
	56
	56
	57
	57
	58
	58
	59
	59
	60
	60


５．職員の状況

職員配置

	職種
	サービス提供

責任者
	介
護
福
祉
士
	訪問介護員
	計

	
	
	
	１級課程
	２級課程
	３級課程
	

	常勤
	（２）
	２
	
	
	
	２(２)

	非常勤
	
	
	
	
	
	

	登録
	
	
	
	６
	
	６

	計
	(２)
	２
	
	６
	
	８(２)


   （　　）内は、兼務再掲。

６．営業日・営業時間

（１）営業日　毎月曜日から金曜日（ただし、１２月３０日から翌１月３日までを除く）。年間２５８日。

（２）営業時間　午前８時３０分から午後５時３０分までとする。

７．サービスの内容

（１）身体の介護に関すること。

　　ア　食事の介護

　　イ　排泄の介護

　　ウ　衣類脱着の介護

　　エ　入浴の介護

　　オ　身体の清拭、洗髪

　　カ　通院等の介助その他必要な身体の介護

（２）家事に関すること。

　　ア　調理

　　イ　衣類の洗濯、修理

　　ウ　住居等の掃除、整理整頓

　　エ　生活必需品の買物

　　オ　関係機関等との連絡

　　カ　その他必要な家事

（３）相談、助言に関すること。

　　ア　生活、身上、介護に関する相談、助言

　　イ　住宅改良に関する相談、助言

　　エ　その他必要な相談、助言

８．利用料

（１）指定訪問介護又は介護予防型訪問サービスを提供した際の利用料の額は、介護報酬の告示上の額とし、当該指定訪問介護又は介護予防型訪問サービスが法定代理受領サービスであるときは、介護報酬告示上の額に各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。
（２）利用者の選定により、通常の事業の実施地域以外で指定訪問介護又は介護予防型訪問サービスを提供した場合、運営規程に示す交通費を受けることがある。

（３）加算体制は次のとおりとする。

介護給付
1 初回加算、②介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、③介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）、④特定事業所加算（Ⅱ）、⑤緊急時訪問加算
予防給付
① 初回加算、②介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、③介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）
９．緊急時の対応

　　　訪問介護員等は指定訪問介護又は介護予防型訪問サービスを実施中に、利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告する。

10．通常の事業の実施地域

　　加古郡播磨町を通常の範囲として、指定訪問介護事業及び指定介護予防訪問介護を行う。

11．訪問介護員等の研修

（１）採用時研修

　　　訪問介護員等の採用等に当たっては、採用時研修を実施する。

（２）定期研修

　　　訪問介護員等に対しては、年１回以上研修を実施するものとする。

12．訪問介護員等の健康管理等

　　訪問介護員等については、伝染病等に関する正しい知識の習得に配慮するとともに、毎年１回以上健康診断を行う。

13．その他運営に関する重要事項

（１）正当な理由なく、指定訪問介護及び介護予防訪問型サービスの提供を拒まない。

（２）当事業所において適切な指定訪問介護の提供が困難な場合は、当該居宅サービス計画に係る居宅介護支援事業者に連絡を行い、また、適切な介護予防訪問型サービスの提供が困難な場合は、当該介護予防サービス計画に係る地域包括支援センターに、又は適当な他の指定訪問介護事業者等又は介護予防訪問型サービス事業者を紹介する等の必要な措置を講ずる。

（３）指定訪問介護又は介護予防型訪問サービスの提供に当たっては、利用者の心身の状況等の把握に努める。

（４）職員又は職員であった者が、職務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏らすことがないよう配慮する。

令和２年度居宅介護支援事業
あえの里介護保険相談センター事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．目　的
　介護保険の主眼は、要介護老人等の在宅での自立した生活の支援であり、その目的に沿って、本事業の実施に当たっては、相談、要介護認定の申請代行、ケアプランの作成等のサービス業務を通じて、要介護の高齢者が、一個の社会人として、本人固有の社会的な関係を維持継続しながら、その持てる能力を十分に発揮して、自立した生活を営む事ができるよう援助することを目的とする。

２．重点目標
・在宅で生活されている方、またその家族の相談等に対して必要な援助を行い、出来る限り在宅で自立した生活が送れるように支援していく。また地域の方々にとって身近で開かれた相談窓口として信頼を得られるように、適切で迅速な対応を丁寧に実践していく。
・プラン作成件数の増加。（目標Ｒ２年９月末、１３０件・Ｒ３年３月末、１４０件）
・法令を遵守した定期的なケアプラン点検やケアマネとしての倫理観を踏まえ、知識を深め資質向上に努める。
３．事業計画
・新規契約者の確保として、近隣の病院、地域包括支援センター、サ高住、デイサービス、福祉用具事業者等と顔の見える関係性を作る。新規相談件数の増加が図れるように、計画を立て定期的に訪問する。
・最新の情報を取得する為、医療機関が開催する研修に参加。医療知識を高める。
・予防給付の上限件数（１６件）を意識して、状態変更時には適時介護度の見直しに努める。予防給付から介護給付への変更を行う。
４．目標プラン作成数（介護換算）
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	介護給付
	105
	109
	113
	116
	119
	122
	125
	127
	129
	130
	131
	133
	1,459

	予防給付
	10.5
	9
	8.5
	7.5
	7.5
	7.5
	7.5
	7
	7
	7
	7
	7
	93

	計
	115.5
	118
	121.5
	123.5
	126.5
	129.5
	132.5
	134
	136
	137
	138
	140
	1,552


５．職員の状況
職員配置

	職種
	管
理
者
	介護支援専門員
	ソーシャルワーカー
	計

	常勤
	(1)
	４
	
	４(1)

	非常勤
	
	
	
	

	計
	(1)
	４
	
	４(1)


   （　　）内は、兼務再掲。

６．営業日・営業時間

（１）毎月曜日から土曜日（ただし、国民の祝日、１２月３０日から翌１月３日までを除く）。午前９時から午後６時まで。
（２）上記の営業日、営業時間のほか、電話等により２４時間常時連絡が可能な体制とする。
７．サービス業務の内容

（１）指定居宅介護支援の提供に当たっては、あらかじめ、利用申込者又はその家族に対し、運営規程の概要その他のサービスの選択に資する重要事項を記した文章を交付して説明し同意を得るとともに、居宅サービス計画が利用者の希望を基本として作成される旨説明を行い、理解を得ることとする。

（２）要介護認定の申請については、利用者の意思を踏まえて必要な協力を行い、速やかに申請が行われるよう援助する。

（３）介護支援専門員は、利用者が現に抱える問題点を明確にし、自立した日常生活を営むことができるように支援する上で解決すべき課題を把握するために、利用者の居宅を訪問し面接を行う。この際、面接の趣旨を十分に利用者及びその家族に対し説明し、理解を得るようにする。

（４）居宅サービス計画の策定に当たっては、利用者及びその家族の希望、利用者についての課題に基づき、当該地域における指定居宅介護サービス等が提供される体制を勘案し、提供されるサービスの目標、達成時期、留意点などを盛り込んだ原案を作成する。また、その原案に位置づけたサービスの担当者から、会議の開催、照会等により内容についての専門的な見地からの意見を求める。さらに、原案に位置づけたサービス等について、種類、内容、利用料等を利用者又はその家族に説明し、文章により同意を得る。

（５）居宅サービス計画の実施状況を継続的に把握、評価し、必要に応じて計画の変更、指定居宅サービス事業者との連絡調整その他の便宜の提供を行う。

（６）利用者がその居宅において日常生活を営むことが困難になったと認める場合、又は利用者が介護保険施設への入所を希望する場合には、紹介その他の便宜を図ることとする。また、介護保険施設等から退院又は退所しようとする要介護者等から依頼があった場合には、円滑に居宅における生活へ移行できるよう、あらかじめ、居宅サービス計画の作成等の援助を行う。

（７）利用者が医療サービスの利用を希望している場合その他必要な場合には、利用者の同意を得て主治の医師等の意見を求め、当該医療サービスに係る主治の医師等の指示がある場合に限り当該医療サービスを居宅サービス計画上に位置づける。

　　　また、医療サービス以外の介護サービスについては、主治の医師の医学的観点からの留意事項を尊重して行う。

（８）居宅サービス計画の作成又は変更に当たっては、利用者の自立した日常生活全般を支援する観点から、介護給付等対象サービス以外にも、市町村の保健医療サービス又は福祉サービス、当該地域の住民による自発的な活動によるサービスの利用も含めて居宅サービス計画上に位置づけるように努める。

８．利用料

（１）指定居宅介護支援を提供した際の利用料の額は、介護報酬告示上の額とし、当該指定居宅介護支援が法定代理受領サービスであるときは、利用者からの利用料の支払は受けないものとする。
（２）利用者の選定により、通常の事業の実施地域以外で指定居宅介護支援を提供した場合、運営規程に示す交通費を受けることがある。

（３）加算体制は次のとおりとする。

介護給付

1 初回加算、②特定事業所加算（Ⅱ）、③入院時情報連携加算Ⅰ、Ⅱ、④退院・退所加算
委託業務（予防給付）

1 初回加算

９．通常の事業の実施地域

　　　加古郡播磨町、加古郡稲美町、加古川市、明石市を通常の範囲として、指定居宅介護支援事業を行う。

10．その他運営に関する重要事項

（１）正当な理由なく、指定居宅介護支援の提供を拒まない。
（２）当事業所において適切な指定居宅介護支援を提供することが困難な場合は、他の指定居宅介護支援事業者を紹介する等の必要な措置を講じる。

（３）利用者とその家族に対し、サービスの利用方法等について、分かりやすく懇切丁寧に説明を行う。

（４）職員又は職員であった者が、職務上知り得た利用者又はその家族等の秘密を漏らすことがないよう配慮する。

令和２年度指定小規模多機能型居宅介護・指定介護予防小規模多機能型居宅介護

みんなの家事業計画書

１．目的

　地域のねたきり老人、介護を要する認知症老人、疾病等により身体が虚弱な老人など要介護状態又は要支援状態と認定された利用者（以下「居宅要介護者」又は「居宅要支援者」という。）に対して事業所の従業者が、適正な指定小規模多機能型居宅介護サービス又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護サービスを提供することにより、「居宅要介護者」又は「居宅要支援者」がその有する能力に応じその居宅において自立した日常生活を営むことを目的とする。

２．重点目標
・ご利用者お一人おひとりにあったケア（個別ケア）を行っていくために、ケース会議を定期的におこない、スタッフ間の連携とケアの質の向上を図る。
・安定した稼働率を確保する。地域と交流を図ることで「みんなの家」をアピールし、新規利用の獲得に繋げる。また居宅介護支援事業所や地域包括支援センターへ定期的に訪問し、新規相談件数の増加を図る。（目標稼働率９３％）
・看取りケアについても、主治医とも連携を図り職員全体で協力し、より良い介護に取り組む。
・地域の一員であることを自覚し、地域イベントへの参加や清掃活動を通じて、誰もが気軽に立ち寄れる施設を目指す。

３．事業計画
・サービス向上のため、職員の接遇マナーを定期的に見直す場を設ける。またご利用者に個別のケアを提供できるように担当者制の導入も検討する。ニーズの把握から、外出や外食の機会も設ける。
・主として管理者が１ケ月に１回のペースで、居宅介護支援事業所や地域包括支援センター等に訪問し、事業所との関係づくりから新規利用者の獲得に取り組む。
・看取りケアについても、職員研修を行い職員の不安の解消やレベルアップを図る。
・施設が開設して10年が経過。今年度はこれまで取り組みが甘かった地域との関係構築に取り組む。地域と密に関われるように、まずは近隣の清掃活動に参加する。また、地域交流の場として、CoCo播磨２階の共有スペースを活用して、CoCo播磨入居者を含めた地域の方々が、気軽に参加出来るような体操等のイベントを企画する。
４．月別登録目標人数
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	登録者数
	27
	27
	27
	27
	27
	27
	27
	27
	27
	27
	27
	27
	27

	稼働率
	93.0％
	93.0％
	93.0％
	93.0％
	93.0％
	93.0％
	93.0％
	93.0％
	93.0％
	93.0％
	93.0％
	93.0％
	93.0％


５．職員の状況

職員配置
	職種
	管

理

者
	介護

支援

専門員
	介

護

職

員
	看

護

職

員
	
	そ

の

他
	計

	常勤
	１
	(1)
	１１
	１
	
	
	１３(1)

	非常勤
	
	
	３
	１
	
	２
	６

	計
	１
	(1)
	１４
	２
	
	２
	１９(1)


   （　　）内は、兼務。

６．営業日・営業時間

（１）営業日　　　３６５日

（２）営業時間　　通いサービス　　９時～１７時

　　　　　　　　　宿泊サービス　　１７時～９時

　　　　　　　　　訪問サービス　　２４時間

７．登録定員・利用定員

（１）登録定員　　　　　　　　　２９名

（２）通いサービスの利用定員　　１８名

（３）宿泊サービスの利用定員　　　９名

８．サービスの内容

　　指定小規模多機能型居宅介護又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護は、「居宅要介護者」又は「居宅要支援者」が自主性を保ち、意欲的に日々を送ることができるように、利用者の心身の状況、希望及びその置かれている環境等を勘案し、随時適切に通いサービス、宿泊サービス又は訪問サービスを組み合わせた介護サービスを提供し又は必要な支援を行う。

　　また、食事や清掃、洗濯、買物、園芸、レクリエーション、行事等を可能な限り共同で行うことによって良好な人間関係に基づく家庭的な環境の中で日常生活が送れるようにする。
（１）通いサービス

　　　 eq \o\ac(○,イ)入浴サービス

　　　 eq \o\ac(○,ロ)給食サービス

　　　 eq \o\ac(○,ハ)生活指導（相談・援助等）　レクリエーション

　　　 eq \o\ac(○,ニ)日常動作訓練

　　　 eq \o\ac(○,ホ)健康チェック

　　　 eq \o\ac(○,ヘ)送迎

　　　 eq \o\ac(○,ト)その他利用者の選定によるもの

（２）宿泊サービス

　　　 eq \o\ac(○,イ)介護のサービス

　　　　　利用者の心身の状況に応じて、適切な方法で、入浴、排泄その他日常生活上の世話を行う。

　　　 eq \o\ac(○,ロ)食事のサービス

　　　　　利用者の心身の状況に応じて、栄養並びに嗜好を考慮し、適切な時間に食事を提供する。

　　　 eq \o\ac(○,ハ)機能回復訓練

　　　　　利用者の心身の状況を踏まえ、生活機能の改善又は維持のための機能回復訓練を行う。

　　　 eq \o\ac(○,ニ)健康管理

　　　　　常に利用者の健康の状況に注意するとともに、健康維持のための適切な措置をとる。

　　　 eq \o\ac(○,ホ)相談・援助

　　　　　常に利用者の状況、その置かれている環境等的確な把握に務め、利用者又はその家族に対し、適切な相談、助言を行うとともに、必要な援助を行う。

　　　 eq \o\ac(○,ヘ)送迎

　　　　　必要な送迎を行う。

　　　 eq \o\ac(○,ト)その他のサービス

　　　　　レクリエーションや行事など

（３）訪問サービス

　　　 eq \o\ac(○,イ)身体の介護に関すること

　　　　　食事、排泄、衣類脱着、入浴等の介護、身体の清拭・洗髪、通院等の介助その他必要な介護

　　　 eq \o\ac(○,ロ)家事に関すること

　　　　　調理、衣類の洗濯・修理、住居等の掃除・整理整頓、生活必需品の買物、関係機関等との連絡、その他必要な家事

　　　 eq \o\ac(○,ハ)配食サービス

　　　 eq \o\ac(○,ニ)相談・助言に関すること

　　　　　生活・身上・介護に関する相談助言、住居改良に関する相談・助言、その他必要な相談・助言

９．年間行事

	月
	行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事

	４月
	誕生会、お花見、食事会

	５月
	誕生会、春の遠足、母の日行事、食事会

	６月
	誕生会、あじさい見学、父の日行事、食事会

	７月
	誕生会、七夕会、つどいカフェ、食事会

	８月
	誕生会、夏祭り、食事会

	９月
	誕生会、敬老会、食事会

	１０月
	誕生会、秋の遠足、運動会、食事会

	１１月
	誕生会、文化祭、食事会

	１２月
	誕生会、クリスマス会、餅つき大会、つどいカフェ、食事会

	１月
	誕生会、初詣、食事会

	２月
	誕生会、節分行事、食事会

	３月
	誕生会、ひな祭り、食事会


10．利用料

（１）指定小規模多機能型居宅介護又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護を提供した際の利用料の額は、介護報酬告示上の額とし、当該指定小規模多機能型居宅介護又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護が法定代理受領サービスであるときは、介護報酬告示上の額に各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。なお、法定代理受領サービス以外の利用料については、介護報酬の告示上の額とする。
（２）加算体制は次のとおりとする。

介護給付

①初回加算、②サービス提供体制加算（Ⅰ）イ、③介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、④介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）、⑤看護職員配置加算（Ⅰ）、⑥総合マネジメント体制強化加算、⑦若年性認知症利用者受入加算、⑧看取り連携体制加算、⑨訪問体制強化加算、⑩認知症加算（Ⅰ）（Ⅱ）
予防給付

①初回加算、②サービス提供体制加算（Ⅰ）イ、③介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、④介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）、⑤総合マネジメント体制強化加算

11．通常の事業の実施地域

　　加古郡播磨町を通常の範囲として、指定小規模多機能型居宅介護事業又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護事業を行う。

12．緊急時の対応

　　従業者は指定小規模多機能型居宅介護又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護を実施中に、「居宅要介護者」又は「居宅要支援者」の病状の急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告する。

13．損害賠償

　　利用者に対する指定小規模多機能型居宅介護又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護の提供により賠償すべき事態が発生した場合は、損害賠償を速やかに行う。

14．非常災害対策

　　非常災害に備えて、消防計画、風水害,地震等に対処する計画を作成し、防火管理者または火気、消防等についての責任者を定め、年２回定期的に非難、救出その他必要な訓練を行う。

15．従業者の研修

（１）採用時研修

　　　小規模多機能型居宅介護従業者の採用等に当たっては、採用時研修を実施する。

（２）定期研修

　　　小規模多機能型居宅介護の従業者に対して、年１回以上研修を実施するものとする。

16．従業者の健康管理

　　当事業所の従業者については、感染症、伝染病等に関する正しい知識の習得に配慮するとともに、毎年１回以上健康診断を行う。

17．その他運営に関する重要事項

（１）正当な理由なく、指定小規模多機能型居宅介護サービス又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護サービスの提供を拒むことはしない。

（２）当事業所において適切な指定小規模多機能型居宅介護サービス又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護サービスの提供が困難な場合は、当該居宅サービス計画に関わる居宅サービス事業者に連絡を行い、又は適当な他の指定小規模多機能型居宅介護事業者又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護を紹介する等の必要な措置を講ずる。

（３）指定小規模多機能型居宅介護サービス又は指定介護予防小規模多機能型居宅介護サービスの提供に当たっては、利用者の心身の状況等の把握に務める。

（４）従業者又は従業者であった者が、職務上知り得た利用者又はその家族の秘密を洩らすことがないよう配慮する。

　　
令和２年度指定地域密着型介護老人福祉施設

地域密着型特別養護老人ホームあえの里弐番館事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．目　的
　身体上又は精神上著しい障害があるために常時介護を必要とし、かつ居宅においてこれを受けることが困難な要介護者に対し施設において日常生活の世話を行うとともに、可能な限り居宅における生活への復帰を念頭において、適切な介護サービスの提供、機能訓練、相談及び援助等を行うことを目的とする。

２．重点目標
・開所当時の目標である「暮らしの継続」について初心に帰り、個人を大事にしたケアを目指す。
・一人ひとりが自分の役割を認識し、チームの一人であることを自覚する。
・誰が見ても理解できる、見てもらえる記録を目指す。（書類面の整備）
・暮らしと食について十分理解し、安心だけでなく楽しみと優しさの気持ちを持って食を支援する。
・地域へ出かけていく機会を増やし、近隣との輪を広げる。
３．事業計画
・入所前、入所後の手続きを丁寧に、また細かく行うことで「暮らしの継続」をより現実的なものにする。
・職員一人ひとりとの声かけ・コミュニケーションを心掛け、各リーダーとの距離を縮める。
・ユニットの特色を持ちながらも、リーダー会議で弐番館としての方向性を常に確認し、連携を図っていく。
・積極的に２４時間シート導入を行い、個人を知ることに注力する。
・食だけが独立しているのではなく、暮らしの中の食、源の食と認識し、話し合いの中でベストの食を提供していく。
・地域の中で、「出来ることから…小さな１つ…」を積み重ねられるよう、社協、自治会、民生委員と連携を図っていく。

４．月別予定稼働率
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	稼働日数
	30日
	31日
	30日
	31日
	31日
	30日
	31日
	30日
	31日
	31日
	28日
	31日
	365日

	月別延べ入居者数
	852
	880
	852
	880
	880
	852
	880
	852　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	880
	880
	795
	880
	10,363

	1日平均実人数
	28.4
	28.4
	28.4
	28.4
	28.4
	28.4
	28.4
	28.4
	28.4
	28.4
	28.4
	28.4
	28.4

	稼働率
	98.0%
	98.0%
	98.0%
	98.0%
	98.0%
	98.0%
	98.0%
	98.0%
	98.0%
	98.0%
	98.0%
	98.0%
	98.0%


５．職員の状況（ショートステイを含む）

職員の配置

	職種
	施

設

長
	医

師
	生

活

相

談

員
	介

護

職

員
	看

護

職

員
	栄

養

士
	機能訓練指導員
	介護支援専門員
	事

務

員
	調

理

員
	そ

の

他
	計

	常勤
	(1)
	
	1
	１６
	２
	1
	1
	（1）
	
	1
	
	22（2）

	非常勤
	
	1
	
	６
	３
	
	
	
	1
	７
	1
	19

	計
	(1)
	1
	1
	２２
	５
	1
	1
	（1）
	1
	８
	1
	41（2）


（　　）内は、兼務再掲。
６．営業日・受付時間

（１）営業日　１年３６５日

（２）受付日　毎月曜日から土曜日（ただし、国民の祝日、１２月３０日から翌１月３日までを除く）

（３）受付時間　午前９時から午後６時までとする。

　　　　
７．サービスの内容

（１）介護のサービス

　　　　利用者の心身の状況に応じて、適切な方法で、入浴、排泄その他日常生活上の世話を行う。

（２）食事のサービス

　　　　利用者の心身の状況に応じて、栄養並びに嗜好を考慮し、適切な時間に提供をする。

（３）機能回復訓練

　　　　利用者の心身の状況を踏まえ、生活機能の改善又は維持のための機能回復訓練を行う。

（４）健康管理

　　　　常に利用者の健康の状況に注意するとともに、健康保持のための適切な措置をとる。

（５）相談・援助

　　　　常に利用者の状況、その置かれている環境等の的確な把握に務め、利用者又はその家族に対し、適切な相談、助言を行うとともに、必要な援助を行う。

（６）送迎

　　　　必要な送迎を行う。

（７）その他のサービス

　　　　娯楽設備の利用、レクリエーションや行事など。
　【年間行事】
	月
	行　　　　　　　　　　　　　　事

	４月
	お花見、誕生日会、散髪

	５月
	コメダ珈琲（出張カフェ）、誕生日会、散髪

	６月
	サンドイッチバイキング、誕生日会、散髪

	７月
	家族会、誕生日会、散髪

	８月
	夏祭り、地域子供たちとの行事、誕生日会、散髪

	９月
	敬老会、誕生日会、散髪

	１０月
	秋祭り、焼き芋大会、誕生日会、散髪

	１１月
	コメダ珈琲（出張カフェ）、誕生日会、散髪

	１２月
	クリスマス会、忘年会、大正琴、誕生日会、散髪

	１月
	初詣、鏡開き、鍋パーティー、誕生日会、散髪

	２月
	節分、たこ焼きバーティー、バレンタインデー、誕生日会、散髪

	３月
	３周年祝い、ひな祭り、誕生日会、散髪


８．利用料

（１）法定代理受領サービスに該当する指定地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護サービスを提供した場合の利用料の額は、介護保険法による介護報酬の告示上の額とする。
（２）指定地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護サービスが法定代理受領サービスであるときは、介護報酬告示上の額に各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。
（３）加算体制は次のとおりとする。

①個別機能訓練加算、②看護体制加算（Ⅰ）（Ⅱ）、③夜勤職員配置加算（Ⅰ）、④介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、⑤介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）、⑥初期加算、⑦看取り介護加算（Ⅱ）、⑧生活機能向上連携加算、⑨若年性認知症入所者受入加算、⑩配置医師緊急時体制加算、⑪サービス体制強化加算（Ⅰ）イ、⑫口腔衛生管理体制加算、⑬療養食加算、⑭褥瘡マネジメント加算
９．通常の事業の実施地域

　　　加古郡播磨町を通常の範囲として、地域密着型介護老人福祉施設事業を行う。

10．緊急時の対応

　　　指定地域密着型介護老人福祉施設従業者は施設サービスを実施中に、利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告する。

11．損害賠償

　　　利用者に対する指定地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護サービスの提供により賠償すべき事態が発生した場合は、損害賠償を速やかに行う。

12．非常災害対策

　　　非常災害に備えて、消防計画、風水害、地震等に対処する計画を作成し、防火管理者または火気、消防等についての責任者を定め、年２回定期的に避難、救出その他必要な訓練を行う。

13．職員の研修

（１）採用時研修

　　　指定地域密着型介護老人福祉施設従業者の採用等に当たっては、採用時研修を実施する。

（２）定期研修

　　　指定地域密着型介護老人福祉施設従業者に対しては、年１回以上研修を実施するものとする。

14．職員の健康管理等

　　当事業所の職員については、伝染病等に関する正しい知識の習得に配慮するとともに、毎年１回以上健康診断を行う。

15．その他運営に関する重要事項

（１）正当な理由なく、指定地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護サービスの提供を拒まない。

（２）当事業所において、入所者に入院治療が必要な場合など適切な指定地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護サービスの提供が困難な場合は、適切な医療機関または介護老人保健施設を紹介する等の適切な措置を速やかに講ずる。

（３）指定地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護サービスの提供に当たっては、入所者の心身の状況等の把握に努める。

（４）職員又は職員であった者が、職務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏らすことがないよう配慮する。

令和２年度指定短期入所生活介護事業・指定介護予防短期入所生活介護事業

あえの里弐番館ショートステイ事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．目　的
要介護又は要支援状態にあり、居宅における生活に一時的に支障が生じた高齢者（以下「利用者」という。）に対し、事業所の生活相談員又看護職員、栄養士、介護職員等の従業者（以下「短期入所生活介護従業者」という。）が、適正な指定短期入所生活介護サービス又は指定介護予防短期入所者生活介護サービスを提供することにより、利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上並びに利用者の家族の身体的、精神的負担の軽減を図ることを目的とする
２．重点目標
・自宅での生活に近づけることを心掛け、利用時の“ここち良さ”を目指す。
・本人の満足度と家族の安心を向上させる。ケアマネが利用したい事業所になる。
・安定した稼働率の確保。（目標８０％）
３．事業計画
・適時、ケアマネ・家族への情報提供を行い、安心して利用してもらえる関係性を築く。
・利用困難事例であっても真摯に対応し、検討する姿勢を持つ。
・空状況はＦＡＸで各事業所に知らせ、迅速に対応する。
４．月別利用目標人数
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	1日平均利用者数
	216
	223
	216
	223
	223
	216
	223
	216
	223
	223
	202
	223
	2,627

	1日平均実人数
	7.2
	7.2
	7.2
	7.2
	7.2
	7.2
	7.2
	7.2
	7.2
	7.2
	7.2
	7.2
	7.2

	稼働率
	80.0％
	80.0％
	80.0％
	80.0％
	80.0％
	80.0％
	80.0％
	80.0％
	80.0％
	80.0％
	80.0％
	80.0％
	80.0％


　（特養空きベッド利用を含む）
５．職員の状況（特別養護老人ホームを含む）

職員の配置
	職種
	施

設

長
	医

師
	生

活

相

談

員
	介

護

職

員
	看

護

職

員
	栄

養

士
	機能訓練指導員
	介護支援専門員
	事

務

員
	調

理

員
	そ

の

他
	計

	常勤
	(1)
	
	1
	１６
	２
	1
	1
	（1）
	
	1
	
	22（2）

	非常勤
	
	1
	
	６
	３
	
	
	
	1
	７
	1
	19

	計
	(1)
	1
	1
	２２
	５
	1
	1
	（1）
	1
	８
	1
	41（2）


（　　）内は、兼務再掲。
６．営業日・受付時間

（１）営業日　１年３６５日

（２）受付日　毎月曜日から土曜日（ただし、国民の祝日、１２月３０日から翌１月３日までを除く）

（３）受付時間　午前９時から午後６時までとする。

７．サービスの内容

（１）介護のサービス

　　　　利用者の心身の状況に応じて、適切な方法で、入浴、排泄その他日常生活上の世話を行う。

（２）食事のサービス

　　　　利用者の心身の状況に応じて、栄養並びに嗜好を考慮し、適切な時間に提供をする。
（３）機能回復訓練

　　　　利用者の心身の状況を踏まえ、生活機能の改善又は維持のための機能回復訓練を行
う。

（４）健康管理

　　　　常に利用者の健康状態に注意するとともに、健康保持のための適切な措置をとる。

（５）相談・援助

　　　　常に利用者の状況、その置かれている環境等の的確な把握に務め、利用者又はその家族に対し、適切な相談、助言を行うとともに、必要な援助を行う。

（６）送迎

　　　　必要な送迎を行う。

（７）その他のサービス

　　　　娯楽設備の利用、レクリエーションや行事など。
　　【年間行事】
	月
	行　　　　　　　　　　　　　　事

	４月
	お花見、誕生日会、散髪

	５月
	コメダ珈琲（出張カフェ）、誕生日会、散髪

	６月
	サンドイッチバイキング、誕生日会、散髪

	７月
	家族会、誕生日会、散髪

	８月
	夏祭り、地域子供たちとの行事、誕生日会、散髪

	９月
	敬老会、誕生日会、散髪

	１０月
	秋祭り、焼き芋大会、誕生日会、散髪

	１１月
	コメダ珈琲（出張カフェ）、誕生日会、散髪

	１２月
	クリスマス会、忘年会、大正琴、誕生日会、散髪

	１月
	初詣、鏡開き、鍋パーティー、誕生日会、散髪

	２月
	節分、たこ焼きバーティー、バレンタインデー、誕生日会、散髪

	３月
	３周年祝い、ひな祭り、誕生日会、散髪


８．利用料

（１）指定短期入所生活介護又は指定介護予防短期入所者生活介護を提供した際の利用料の額は、介護報酬の告示上の額とし、当該指定短期入所生活介護又は指定介護予防短期入所者生活介護が法定代理受領サービスであるときは、介護報酬告示上の額に各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。
（２）加算体制は次のとおりとする。

　　介護給付
①個別機能訓練加算、②生活機能向上連携加算、③看護体制加算（Ⅰ）（Ⅱ）、④夜勤職員配置加算（Ⅰ）、⑤介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、⑥介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）、⑦生活機能向上連携加算、⑧サービス体制強化加算（Ⅰ）イ、⑨送迎加算
　　予防給付

①生活機能向上連携加算、②機能訓練指導体制加算、③個別機能訓練体制加算、④送迎加算、⑤介護職員処遇改善加算（Ⅰ）、⑥介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）、⑦サービス体制強化加算（Ⅰ）イ、⑧若年性認知症利用者受入加算
９．通常の事業の実施地域

　　　加古郡播磨町を通常の範囲として、指定短期入所生活介護事業及び指定介護予防短期入所者生活介護を行う。

10．緊急時の対応

　　　短期入所生活介護従業者は指定短期入所生活介護又は指定介護予防短期入所者生活介護を実施中に、利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告する。

11．損害賠償

　　　利用者に対する指定短期入所生活介護又は指定介護予防短期入所者生活介護の提供により賠償すべき事態が発生した場合は、損害賠償を速やかに行う。

12．非常災害対策

　　　非常災害に備えて、消防計画、風水害、地震等に対処する計画を作成し、防火管理者または火気、消防等についての責任者を定め、年２回定期的に避難、救出その他必要な訓練を行う。

13．職員の研修

（１）採用時研修

　　　短期入所生活介護従業者の採用等に当たっては、採用時研修を実施する。

（２）定期研修

　　　短期入所生活介護従業者に対しては、年１回以上研修を実施するものとする。

14．職員の健康管理等

　　当事業所の職員については、伝染病等に関する正しい知識の習得に配慮するとともに、毎年１回以上健康診断を行う。

15．その他運営に関する重要事項

（１）正当な理由なく、指定短期入所生活介護及び指定介護予防短期入所者生活介護の提供を拒まない。

（２）当事業所において適切な指定短期入所生活介護の提供が困難な場合は、当該居宅サービス計画に係る居宅介護支援事業者に、また、適切な指定介護予防短期入所生活介護の提供が困難な場合は、当該介護予防サービス計画に係る介護予防支援事業者に連絡を行い、又は適当な他の指定短期入所生活介護事業者等を紹介する等の必要な措置を講ずる。
（３）指定短期入所生活介護又は指定介護予防短期入所者生活介護の提供に当たっては、利用者の心身の状況等の把握に努める。

（４）職員又は職員であった者が、職務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏らすことがないよう配慮する。

令和２年度居宅介護支援事業

あえの里弐番館介護保険相談センター事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．目　的
　介護保険の主眼は、要介護老人等の在宅での自立した生活の支援であり、その目的に沿って、本事業の実施に当たっては、相談、要介護認定の申請代行、ケアプランの作成等のサービス業務を通じて、要介護の高齢者が、一個の社会人として、本人固有の社会的な関係を維持継続しながら、その持てる能力を十分に発揮して、自立した生活を営む事ができるよう援助することを目的とする。

２．重点目標
・地域密着型特別養護老人ホーム併設という観点からも、気軽に立ち寄ってもらえるように地域への周知を目指す。
・ご利用者、ご家族等との信頼関係の構築に注力し、在宅生活の不安が一つでも減るように支援する。
・状況に応じたプランを支援する。
３．事業計画
・ケアマネ１人体制のため、不在時でもある程度の相談が受けれる環境作りに努める。
・関係機関と連携することで、困りごとや相談事を解決しながら、お互いの信頼関係の構築に努める。
・柔軟なプラン作成のため、地域のサービスや事業所の個性について理解する機会を設ける。
４．目標プラン作成数（介護換算）
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	介護給付
	21.3
	21.3
	21.3
	21.3
	21.3
	21.3
	21.3
	21.3
	21.3
	21.3
	21.3
	21.3
	255.6

	予防給付
	1
	1
	1
	1
	1
	1
	1
	1
	1
	1
	1
	1
	12

	計
	22.3
	22.3
	22.3
	22.3
	22.3
	22.3
	22.3
	22.3
	22.3
	22.3
	22.3
	22.3
	267.6


５．職員の状況

職員配置

	職種
	管
理
者
	介護支援専門員
	ソーシャルワーカー
	計

	常勤
	(1)
	１
	
	１(1)

	非常勤
	
	
	
	０

	計
	(1)
	１
	
	１(1)


   （　　）内は、兼務再掲。
６．営業日・営業時間

（１）毎月曜日から金曜日（ただし、国民の祝日、１２月３０日から翌１月３日までを除く）。午前９時から午後６時まで。

（２）上記以外の日又は時間に急を要する事態が発生した場合は、併設施設を含め随時対応できる体制を確保する。

７．サービス業務の内容

（１）指定居宅介護支援の提供に当たっては、あらかじめ、利用申込者又はその家族に対し、運営規程の概要その他のサービスの選択に資する重要事項を記した文章を交付して説明し同意を得るとともに、居宅サービス計画が利用者の希望を基本として作成される旨説明を行い、理解を得ることとする。

（２）要介護認定の申請については、利用者の意思を踏まえて必要な協力を行い、速やかに申請が行われるよう援助する。

（３）介護支援専門員は、利用者が現に抱える問題点を明確にし、自立した日常生活を営むことができるように支援する上で解決すべき課題を把握するために、利用者の居宅を訪問し面接を行います。この際、面接の趣旨を十分に利用者及びその家族に対し説明し、理解を得るようにする。

（４）居宅サービス計画の策定に当たっては、利用者及びその家族の希望、利用者についての課題に基づき、当該地域における指定居宅介護サービス等が提供される体制を勘案し、提供されるサービスの目標、達成時期、留意点などを盛り込んだ原案を作成する。また、その原案に位置づけたサービスの担当者から、会議の開催、照会等により内容についての専門的な見地からの意見を求める。さらに、原案に位置づけたサービス等について、種類、内容、利用料等を利用者又はその家族に説明し、文章により同意を得る。

（５）居宅サービス計画の実施状況を継続的に把握、評価し、必要に応じて計画の変更、指定居宅サービス事業者との連絡調整その他の便宜の提供を行う。

（６）利用者がその居宅において日常生活を営むことが困難になったと認める場合又は利用者が介護保険施設への入所を希望する場合には、紹介その他の便宜の提供を図る。また、介護保険施設等から退院又は退所しようとする要介護者等から依頼があった場合には、円滑に居宅における生活へ移行できるよう、あらかじめ、居宅サービス計画の作成等の援助をする。

（７）利用者が医療サービスの利用を希望している場合その他必要な場合には、利用者の同意を得て主治の医師等の意見を求め、当該医療サービスに係る主治の医師等の指示がある場合に限り当該医療サービスを居宅サービス計画上に位置づける。

　　　また、医療サービス以外の介護サービスについては、主治の医師の医学的観点からの留意事項を尊重して行う。

（８）居宅サービス計画の作成又は変更に当たっては、利用者の自立した日常生活全般を支援する観点から、介護給付等対象サービス以外にも、市町村の保健医療サービス又は福祉サービス、当該地域の住民による自発的な活動によるサービスの利用も含めて居宅サービス計画上に位置づけるように努める。

８．利用料

（１）指定居宅介護支援を提供した際の利用料は、介護報酬告示上の額とし、当該指定居宅介護支援が法定代理受領サービスであるときは、利用者からの利用料の支払は受けないものとする。
（２）利用者の選定により、通常の事業の実施地域以外で指定居宅介護支援を提供した場合、運営規程に示す交通費を受けることがある。

（３）加算体制は次のとおりとする。

介護給付

① 初回加算

委託業務（予防給付）

2 初回加算

９．通常の事業の実施地域

　　　加古郡播磨町、加古郡稲美町、加古川市、明石市を通常の範囲として、指定居宅介護支援事業を行う。

10．その他運営に関する重要事項

（１）正当な理由なく、指定居宅介護支援の提供を拒まない。

（２）当事業所において適切な指定居宅介護支援を提供することが困難な場合は、他の指定居宅介護支援事業者を紹介する等の必要な措置を講じる。

（３）利用者とその家族に対し、サービスの利用方法等について、分かりやすく懇切丁寧に説明する。

（４）職員又は職員であった者が、職務上知り得た利用者又はその家族等の秘密を漏らすことがないよう配慮する。
令和２年度ケアハウス事業
ケアハウスウェルビングはりま事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　基本方針

　　明るく楽しい家庭的な環境の施設として、高齢者の特性に配慮した住みよい住居であると同時に在宅ケアのための場であることを十分に認識し、入居者が自立と主体性のある生活を継続的に行えるよう、併設施設及び関係機関との連携を図りながら、その在宅生活を最大限に支援できる体制づくりに努める。

さらに、実施しているサービスの内容を再点検し、より以上の質の向上を図るとともに、時代の要請でもある職員の処遇改善を図り質の改善の一助とし、地域社会に貢献する。

２．重点目標
・入居者が生き甲斐を持った活気ある生活が送れるような行事の立案・実施及び日常生活の支援を行う。
・常に満室となるよう、待機者の確保に努める。（目標９８％）
３．事業計画
・午前と夕方に体操を行う。また夕食前に嚥下体操を行う事により、入居者の身体機能の維持を図る。
・毎月、お誕生日会を兼ねた茶話会を実施する等、入居者間の交流の場を提供する。
・入居待機者の確保のため、地域包括支援センター等に営業活動を行い、空室が出た際のタイムラグを最小限に短縮させる。
４．月別平均入居者目標数
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	入居者数
	24.5
	24.5
	24.5
	24.5
	24.5
	24.5
	24.5
	24.5
	24.5
	24.5
	24.5
	24.5
	24.5

	充足率
	98.0％
	98.0％
	98.0％
	98.0％
	98.0％
	98.0％
	98.0％
	98.0％
	98.0％
	98.0％
	98.0％
	98.0％
	98.0％


５．職員の状況

職員配置

	職種
	施
設

長
	生
活

相
談
員
	介
護

職
員
	事
務

員
	調
理

員
	そ
の

他
	計

	常勤
	(1)
	１
	１
	１
	
	
	３(1)

	非常勤
	
	
	
	
	
	
	０

	計
	(1)
	１
	１
	１
	
	
	３(1)


   （　　）内は、兼務再掲。
６．職員の研修

　　職員の資質の向上は施設運営の円滑な運営のために必要不可欠なものであり、また、利用者の多様なニーズ、老人を取り巻く環境の変化、介護機器の目覚ましい発展など状況の変化に対応するためにも職員研修は重要なものである。これらを踏まえ研修委員会において研究、検討し、必要に応じて各種研修会への積極的な参加、或いは施設内での研修の実施を推進する。

７．職員の福利厚生

（1） 福利厚生センターに加入

（2） 兵庫県民間社会福祉事業従事職員互助会に加入

（3） 慶弔見舞金の給付

（4） 親睦会の実施

８．災害防止対策

　　利用者の安全確保のため、年２回の法定防災訓練の外、防火管理委員会において、消防設備の自主点検、職員の研修等を実施する。また、自立生活者として喫煙等も自由に行えることから、日頃から火災に対する注意を喚起するよう努める。

９．利用者の処遇

　①　相談　助言

　　　入居時には、利用者の従来の生活状況、家庭状況及び心身の健康状態等について把握し、入居後は利用者の各種相談に応ずるとともに適切な助言に努める。また、つねに町並びに在宅福祉サービス等との十分な連携を図り、必要に応じ、その有効な利用について利用者への紹介、手続き等の援助を行う。

　②　給　食

　　　給食については、食品の種類及び調理方法について、利用者の身体的特性に適合した蛋白質、ビタミン等の栄養素が確保されるよう考慮して行うとともに、つねに利用者の身体的状況及び嗜好の把握に務め、これらを十分考慮して行うとともに、楽しい食事ができるよう努める。

　　　なお、病弱者に対する献立については医師の指導を受けて行う。また、厨房については衛生面に注意し、不潔にならないように努める。

　③　入　浴

　　　入浴は２４時間随時行えるようにしています。ただし、原則として個別の入浴介助は行わないものとする。

　④　健康管理

　　　定期的に健康診断を受ける機会を提供するとともに、その記録を保存し、健康の保持、疾病の予防に努める。

　　　さらに、福祉センターなどで行っている疾病予防や機能回復訓練、健康増進活動などの各種サービスの利用に関する情報を提供する。

　

10．日　　課

　　　　　　　　起床　　洗面　　　　　　　　　随　　意

　　　　　　　　朝　　　　食　　　　　　　　　８：００

　　　　　　　　生　活　相談　　　　　　　　　９：００

　　　　　　　　昼　　　　食　　　　　　　　１２：００

　　　　　　　　レクレーション　　　　　　　１３：００

　　　　　　　　夕　　　　食　　　　　　　　１８：００

　　　　　　　　趣味　　娯楽　　　　　　　　１９：００

　　　　　　　　就寝　　消灯　　　　　　　　　随　　意

（入　　　　浴）　　　　　　　（随　　意）
11．年間行事

	月
	行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事

	４月
	お花見、買い物ツアー、茶話会、カラオケ大会

	５月
	買い物ツアー、茶話会、カラオケ大会

	６月
	買い物ツアー、茶話会、カラオケ大会

	７月
	買い物ツアー、外食ツアー、茶話会、カラオケ大会

	８月
	あえの里夏祭り、買い物ツアー、茶話会、カラオケ大会

	９月
	買い物ツアー、敬老お祝い、茶話会、カラオケ大会

	１０月
	コスモス鑑賞、買い物ツアー、茶話会、カラオケ大会

	１１月
	焼き芋実演、買い物ツアー、茶話会、カラオケ大会

	１２月
	クリスマス会、餅つき大会、買い物ツアー、年忘れカラオケ大会

	１月
	初詣、買い物ツアー、茶話会、カラオケ大会

	２月
	節分、買い物ツアー、茶話会、カラオケ大会

	３月
	ひな祭り、買い物ツアー、茶話会、カラオケ大会


令和２年度サービス付き高齢者向け住宅
「ＣｏＣｏ播磨」事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．目　的
「高齢者の居住の安定確保に関する法律」の趣旨に沿って、高齢者が安心して居住できるように、「バリアフリー化」され、「緊急時対応サービス」の利用可能な良質な賃貸住宅として、６０歳以上の単身又は夫婦世帯の方等を入居対象に供給する。
２．重点目標
・１Ｆの「みんなの家」との交流を促進する。また地域との連携を図り、イベント等を通じて交流を深め、穏やかに過ごして頂ける環境作りに努める。
・安定した稼働率の確保。（目標９７．５％）
３．事業計画
・みんなの家、デイサービス、ホームヘルプサービス等を利用してもらうことにより、安心した生活を送って頂けるよう適切な支援を行う。また「みんなの家」のスタッフは、積極的に関わるよう努める。
・みんなの家の管理者とCoCo播磨管理人との連携を密にし、入居者や施設見学者の情報共有、フォローを図っていく。
・入居待機者を確保するため、CoCo播磨管理者が営業活動（病院の地域連携室、居宅介護支援事業所にFAX案内等）に取り組む。

４．月別平均入居者目標数
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	入居者数
	19.5
	19.5
	19.5
	19.5
	19.5
	19.5
	19.5
	19.5
	19.5
	19.5
	19.5
	19.5
	19.5

	稼働率
	97.5%
	97.5%
	97.5%
	97.5%
	97.5%
	97.5%
	97.5%
	97.5%
	97.5%
	97.5%
	97.5%
	97.5%
	97.5%


５．職員の状況

職員配置
	職種
	管理人
	計

	非常勤
	２
	２

	計
	２
	２


６．サービスの内容

（１）健康管理サービス

　（ア）希望者には年１回の定期健康診断のほか、健康相談等を行う。

（２）食事サービス

　（ア）原則として希望者のみに提供の斡旋をする。

　（イ）食費は、１日１，８００円とする。
　　　（朝食１食につき４２０円、昼食１食につき６９０円、夕食１食につき６９０円）
　（ウ）７日前に欠食の届けをした場合は、別表「ＣｏＣｏ播磨利用料の額」に記載の１日の単価に基づき精算する。

　（オ）食事サービスは、食事の提供のみを行う。

（３）生活サービス

（ア）家事全般に関するサービスや生活利便に関するサービスを行う。

７．利用料

　　　賃借料等は別表に記載のとおりとし、重要事項説明書に記載の方法で徴収する。

８．職員の健康管理等

　　当事業所の職員については、伝染病等に関する正しい知識の習得に配慮するとともに、毎年１回以上健康診断を行う。
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